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皆様お変わりありませんか？
朝晩めっきり冷えてしのぎやすくなりました。

９月は三川内の古窯巡りを楽しみにしていまし

たが、天候に恵まれず残念でした。10 月は天候

を見てとのこと、楽しみにしております。

今月は「有田皿山まつり」が３年ぶりに開催さ

れることになり、当番区では連日練習に励んでお

られるとのことで賑わいが戻ってきます。

また、有田ではコロナやインフルエンザが流行

りはじめており会員皆様も十分注意が必要です。

私自身は 80 歳なってから体力と気力が急激に衰

えてきて、少々うろたえているところです。

家で本を片付けていると「学生出身海軍士官

佐世保ガンルーム会 会員名簿」が目に留まりま

した。私にとっては元気を頂く言葉です。

五 省

１、至誠に悖るなかりしか

（真心に反することはなかったか）

２、言行に恥ずるなかりしか

（言葉と行いに恥ずべきところはなかったか）

３、気力に缺くるなかりしか

（精神力に欠いてはいなかったか）

４、努力に憾みなかりしか

（十分に努力をしたか）

５、不精に亘るなかりしか

（全力で最後まで取り組んだか）

坂井 勝也

三川内古窯跡の見学！
６月から度々延期していた三川内古窯跡の見学を

実施します。多くのご参加をお待ちしています。

【実施日時】10 月 12 日（木）13：30～15：30

【集合場所】木原公民館 13：30 集合

※35 号線木原入口を左折し、約 1km 先が木原町公

民館です。当日は木原皿山２ヶ所、江永皿山１ヶ所、

三川内皿山１ヶ所の見学を予定しています。

2 大聖地を巡る旅！―高野山と東寺ー

NPO法人・響主催の「弘法大師生誕 1250 年・

二代聖地を巡る参詣ツアー」に大串さんと参加、

3泊 4日の旅に出掛けました。私は初めての聖地

巡礼で感動の連続でしたが大串さんは２度目。

8月 27日の午後焱の博記念堂を出発し、新門

司港 18：00着。名門大洋フェリーに乗船、夕食

後入浴して就寝。翌朝 8：30大阪南港着。バスで

高野山に向い 10：30に山上の広大な聖地に到着

しました。

中門を通って壇上伽藍に入ると正面に金堂、そ

の奥に美しい朱色の根本中堂が姿を現し、幾つも

の塔堂が並んでいて壮観でした。

霊宝館で多数の宝物を拝観し、真言宗の総本山

金剛峯寺に参詣して奥之院へ。弘法大師が入定さ

れて今なお生きて祈り続けているとされる墓所

へ御廟橋を渡って参詣しました。参道には時代や

宗派を超えて墓碑や供養塔が 20万基以上あると

いわれています。

その夜は宿坊・蓮華定院に宿泊し、翌 29日の

早朝勤行に参加し、朝食後京都へ出発。弘法大師

ゆかりの東寺を参詣。日本一の木造建築・五重塔

（55m）や講堂の立体曼荼羅等を見学。午後は臨

済宗大本山・南禅寺を参詣。三門の楼上で石川五

右衛門の〝絶景〟を楽しみました。最後に智積院

で長谷川等伯一門による国宝障壁画を鑑賞して

大阪南港へ。20：00フェリー出航し船中泊。

8月 30日は船内で朝食、新門司港からバスで

有田へ戻りました。アルバムを見ながら、いまだ

に余韻に浸っています。

吉永 登

高野山金剛峰寺根本中堂


